



































Ki 利潤率は，総資本 K に占める資本家の資本の比率~を z で荷重したものK 
Ki と総資本に占める労働者の資本の比率~を i で荷重したものの和，すなわK 
ち，
G Kc , .Kw 




Sc =sc 7tKム， 1>Sc >SM> Sw > 0 




























・＿ n (sw+SF) W _ nv-(sw+SF) (l-rv) (1＋θ） (13) 
Sc Sc Kw Sc匂
ヒなる。
(12）と（13）を（7）へ代入して利潤率 fを求めれば，
r-nvー （sw+sF) (1-rv) 
一 Sc V 
）???????（?
となる。










I I K l一＞sw>Oである。長期均衡における小論の安定条件は，一一＝一一一ーとなるy Ky 
ため，tが資本成長率に等しいとき，この資本成長率が自然成長率 nに等しく
I 、Iなれば，投資比率一ーか一一＝仰となることを考慮して，y y 
l>sc > nv>sw>O (15) 
で表すことができる。このような安定条件かつ存在条件が，小論の場合には，







































- G 所得の機能的分配を示す利潤分配率一ーは，（1）と（18）から得られるので，y 
G 噌 W







資本家の利潤分配率は ~の分母へ（3）を代入し，分母子を Kwで割り，’K 
"I< 、 Kc θ8＝~を代入すれは 一一＝一一ーとなるから，
Kw ’K I＋θ 
Ge _ K Kc Ge _ 8 _












Kc Ge Y Ge 一一一＝一一一一一一＝一一一＞OK Y nK nK 
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Kw Kc πK-Gc 一一一二l一一一一＝ >O K K 匁K
得られる。
(23) 
7[= 万＞O（従って， Gc>O,Kム＞O）に加えて，つまりK>O,πK>O, から，
つまり K>Kcでなければならない。（た.＿ Ge 一一Kc, K’ 
K>Kcでなければならないことから，次の（24）～（訂）のことが成り立たなければ









防F G Orv _ l+O(l-rv) 







ら ＿G Gc_G 1C.ι－ G 1CfJ '- V1CfJ2 
Y -Y G -Y rK -Y r (l＋θ） / (1+fJ)2 （お）
このことは資本家の利潤分配率の許容範囲の下限をとならなければならない。
示している。
W+Gw 労働者の総所得分配率 の許容範囲は，（26）によってy 
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